
  
 
 

  
 
 
 
 
  

X線を用いて、どんな天体を観るの？ 

 
 
 

 
ファン！ファン！JAXA ASTRO-H特設サイト 

http://astro-h.isas.jaxa.jp/diary/ 
 

２０１６年２月１７日発行 

さらに詳しく知りたい方はコチラ 

宇宇宇宙宙宙ののの成成成りりり立立立ちちちととと、、、熱熱熱くくく激激激しししいいい宇宇宇宙宙宙にににひひひそそそむむむ物物物理理理現現現象象象ののの解解解明明明ををを目目目指指指すすす   
   

   

観測装置などの立ち上げと確認を行った後、今年の春ごろから本格的に観測を開始する予定 

Ｓｐａｃｅｉ宇宙かわら版 ２０１６年２月１７日号 
 

問い合わせ先：Ｓｐａｃｅｉ事務局（一般財団法人日本宇宙フォーラム） 

ホームページ：http://www.spaceiinfo.jp/  お問い合わせ：https://www.science-event.jp/event/spacei_contact/ 

※特に断りのない限り日付は日本時間です。画像の出典：①～⑤JAXA   

 ※「Spacei」は JAXA と JSF の共同事業です 

 

２月１７日（水）１７時４５分００秒、  

種子島宇宙センターからＸ線天文衛星    

ＡＳＴＲＯ-Ｈを搭載したＨ-ＩＩＡロケット３０号

機が打ち上げられました。Ｈ-ⅡＡロケット３

０号機は正常に飛行し、１４分１５秒後、

ＡＳＴＲＯ-Ｈを予定の軌道に投入しました。 

また、１９時４０分には太陽電池パドルが

無事展開されたことが確認されました。 
 

ASTRO-H は、ブラックホールや銀河団

などＸ（エックス）線やガンマ線を放出す

る高温・高エネルギーの天体を世界最高

の感度で観測し、宇宙の構造とその進化

の解明を目指す新世代の X 線天文衛星

です。 
 

 

愛称の由来は次の通りです。 
 

・「熱い宇宙の中を観るひとみ」であるから 

・「ひとみ」は「物事の最も肝要なところ」という意味

で使われる言葉＝物事を知るのに最も肝要なミッ

ションになってほしい、という願いから 

・瞳は、眼の中で光を吸い込む部分でもある。ブラ

ックホールは「宇宙の瞳」であるともいえるから 

私たちが観測できる宇宙の物質の約 80%は高温の
状態にあり、宇宙はＸ線で満ちていることがわかって
います。「ひとみ」（ASTRO-H）は次のようなＸ線
を放つ天体を観測していく 

 
暗黒物質の作る重力により数百個の銀河が集まり、
そこにはＸ線を出す高温プラズマ（この図では見え 
ない）が充満している 

 
物質はＸ線を出しつつブラックホールに吸い込まれる
が、その際、物質の一部は高速で噴き出し、そこから
もＸ線などが放射される 
 

①ASTRO-Hを搭載した H-ⅡAロケット 30号機の打ち上げ 

④ 

 ②打ち上げを待つ X線天文衛星 ASTRO-H 

③ 

銀河団（可視光で見た想像図） 

物質を吸い込むブラックホール（想像図） 

ロケット搭載カメラが捉えた ASTRO-Hの分離 

 

⑤ 

ASTRO-Hの愛称は「ひとみ」 

より“衛星に優しい”H-ⅡA ロケットを目指して 
「ひとみ」分離後、基幹ロケット高度化の一環として
【衛星にかかる衝撃を減らし、より優しく送り出す】 
新たな分離機構の試験を実施、データが取得された 
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